
ＩＣＴを活用した学びのＤＸ事業（令和５年度概要図）

○ 令和時代における学校の「スタンダード」として、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善に資するよう、これまでの実践とICTを最適に組み合わせることで、学びの質の向上につなげる。

○ 道教委の「ICT活用授業指針」に基づく実践を校種横断的に推進できるよう支援を行うとともに、そ
の取組及び成果を全道に普及する。

趣旨 北海道教育委員会

× ＝
これまでの
教育実践の蓄積

ＩＣＴ活用
学習活動の一層の充実

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

○取組成果を全道の学校で共有し、今後の実践に活用
○北海道の全ての学校において、ICTを効果的に活用した授業等を実践

GOAL

【本庁】

【教育局】 【学校】 【所管機関（道研・特セン）】
○ 市町村教育委員会及び学校への

指導・助言
○ 新規及び開催予定の研究協議会を

活用したICTに関する研修等の実施
○ ICT Short Sessionの実施

実施内容
○ ICT活用指導者養成研修の実施
○ ICTに関する研修支援

○ICT活用の充実に向けて、自校の
状況に応じて本事業の取組を活用

○ ICTに関する専門性の高い研修
の実施

○ ICTに関する各学校における個々
のニーズに応じた研修支援

○ ICT Short Sessionの主催

○ICTサポートデスク等の運営
○ICT活用に関する市町村教育委員会の支援
○ICT活用に関する事業及び成果の発信 等

【ICT活用授業指針】に基づき

関係者が協働してICTの効果的な活用を推進

※ 事業内容の充実に向けて、文部科学省のリーディングDXスクール事業との関連を図ることとする。

・１人１台端末の日常的な活用
・教科の学びを深める活用
・教科の学びの本質に迫る活用 など


